
西武アグリ株式会社では、三菱HCキャピタルエナジー株式
会社との共同事業として、農業と太陽光発電を組み合わせた
「ソーラシェアリング」を2021年より埼玉県所沢市（所沢北
岩岡太陽光発電所）で開始いたしました。農業と発電事業を
両立する新たなビジネスモデルにより、電力の地産地消、エ
ネルギー・食料自給率向上などのメリットが見込めます。

私たちはソーラーパネルの下でブルーベリーやブドウなどを
生産しています。2022年からは養蜂事業「はち育🄬」も開始。
2026年に観光農園事業として「西武アグリパーク所沢」の
オープンを予定しています。

西武アグリ株式会社は、西武グループとしても初となる農業事業会社として2020年4月に設立しました。
太陽光発電システムの下で、西武アグリがブルーベリーやブドウなどを栽培しています。

（農地全体：約 1.7ha、うち太陽光発電システム下：約 1.3ha）
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農業と太陽光発電を組み合わせた「ソーラーシェアリング事業」

西武アグリパーク所沢

・ブルーベリー 52.45a（5,245㎡） 25品種 1,228本
・ブドウ 72.12a（7,212㎡） 10品種 280本
・ワインブドウ 2.18a（218㎡） 4品種 20本

所沢北岩岡太陽光発電所

・通常パネル60セル
JINKOソーラージャパン社製 340W×2,496枚
ブルーベリー＆ブドウの上に設置 104.90a（10,490㎡）

・スリムパネル36セル
DMEGCジャパン社製 180W×780枚
ワインブドウの上に設置 21.85a（2,185㎡）

・パワーコンディショナーソーラーエッジ社
・パネル高4m 支柱間ピッチ4.1m 最低地上高2.8m
・パネル設定角度20度 基礎杭長2.5m
・年間発電量 一般家庭約300世帯分（発電量989.04kw）
・運転開始 2021年5月15日

（発電事業者：三菱HCキャピタルエナジー株式会社） （営農事業者：西武アグリ株式会社）

2026年
オープン
予定！

※所沢北岩岡太陽光発電所は、環境省「令和 2 年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（廃熱・未利用熱・営農地等の効率的活用による
脱炭素化推進事業）」および所沢市「令和 3 年度所沢市スマートハウス化推進補助金」を受けた事業です。

https://www.seibu-agri.co.jp/agripark/
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■商 号 西武アグリ株式会社 ■事業地

■ＷＥＢ

埼玉県所沢市大字北岩岡字宮原146-1他7筆
マップコード：5548559*73
※カーナビの目的地設定にご利用ください。

アクセス：
西武鉄道「入曽駅」または「新所沢駅」ともに
車10分（徒歩40分）
西武バス「西武フラワーヒル」下車徒歩10分
ところバス「北田」下車
テニスコート奥徒歩2分

■代表者 代表取締役 清野 友美

■創 業 2020年4月

■本 社
埼玉県所沢市緑町1丁目1-11
TEL 04-2924-0141

■資本金
 

■認 証

2,100万円
 

2021年8月25日 農地所有適格法人認定
2023年2月27日 農業経営改善計画 認定

イベント事業「出張農業講座」・養蜂事業「はち育🄬」

西武アグリは、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」に取り組むとともに、
西武グループの経営理念である「グループビジョン」に基づき、持続可能な社会の実現に
向けた取り組み「サステナビリティアクション」を積極的に推進してまいります。

市民のみなさまに豊かな自然や四季、農業の果たす役割を考
えていただくための事業として、西武アグリ株式会社のス
タッフが公園などで体験プログラムを提供する「出張農業講
座」を公園や商業施設などで定期的に実施しています。また、
みつばちを通じて自然環境を感じていただく養蜂事業「はち
育🄬」や、マルシェ等での農作物販売なども行っています。

https://www.seibu-agri.co.jp/

環境貢献の取り組み

貸農園事業「Emi Farm（エミファーム）」

株式会社西武不動産プロパティマネジメントとの共同事業
として2021年に開始した西武グループの遊休地を活用した
貸農園サービスです。施設内には利用者が自由に使える
オープンスペースがあり、農業・園芸イベントを実施して
います。

公式SNS（X）
※旧Twitter

エミファーム新所沢
利用申込みWEBサイト

西武アグリパーク所沢では、ロボット芝刈機オートモ
アを活用し草地の除草を行っています。刈草は天然の
肥料となり、ブドウをより豊かに育てます。また、従
来の草刈り作業と比較した場合のCO2排出量の大幅な
削減を実現しています。2025年からはヤギ2頭を飼育
し、オートモア稼働以外の草地の除草を行っています。

持続可能な未来に向けたリサイクルマネジメントの取
り組みとして、品川プリンスホテルで発生したフード
ロス資源を肥料に変え、その肥料で野菜を栽培し、収
穫物を品川プリンスホテルのブッフェレストラン
「LUXE DINING HAPUNA」のメニューに使用するプ
ロジェクトに参画。フードロス資源を有効活用し、地
域社会や環境保護の貢献に寄与しています。

品プリグリーンループ（通称：しなループ） 省エネ＆ゴミ削減
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